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誰
で
も
喜
び
の

生
活
に
入
れ
る
教
え

幸
福
と
は
何
か
、

幸
せ
に
な
る
た
め
の

第
五
十
八
回
全
国
聖
徒
団
結
集
身
延
大
会
を
終
え
て

　
　
栃
木
県
塩
谷
郡
高
根
沢
町

妙
福
寺
聖
徒
団
団
長

伝
道
部
長
大
森
映
孝

十
月
二
十
一
日
（
土
）
二
十
二
日
（
日
）
の
両
日
に
か
け
て
、

第
五
十
八
回
聖
徒
団
結
集
身
延
大
会
が
、
全
国
よ
り
四
十
一
聖

徒
団
、総
勢
二
百
五
十
一
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
四
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
今
大
会
で
は
、
三
門
前
に
て
腕
輪
数
珠
作
り
や
、

「
竹
灯
り
」
な
ど
今
ま
で
と
は
違
う
角
度
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
試
み
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

祖
廟
参
拝
で
は
大
塩
孝
信
大
会
長
を
先
頭
に
参
拝
、
読
経
・

お
題
目
を
お
唱
え
し
大
会
の
円
成
・
当
会
並
び
に
参
加
聖
徒
団

の
益
々
の
隆
盛
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。
十
八
時
か
ら
は
三
門
に

て
身
延
商
店
会
の
萬
燈
講
に
よ
る
萬
燈
奉
納
の
後
、
花
火
観
覧

に
て
大
会
初
日
を
終
え
ま
し
た
。

翌
日
の
団
旗
観
閲
式
で
は
参
加
聖
徒
団
の
代
表
が
団
旗
を
掲

げ
行
進
、
奉
告
式
で
は
大
導
師
に
会
長
・
大
塩
孝
信
僧
正
、
副

導
師
に
副
会
長
・
松
永
慈
弘
僧
正
、
濱
田
壽
教
僧
正
、
理
事
会

議
長
・
若
林
壽
学
僧
正
、
理
事
会
副
議
長
・
石
黒
泰
良
僧
正
を

迎
え
、
式
衆
に
は
参
加
聖
徒
団
団
長
各
聖
の
ご
出
仕
を
賜
り
、

聖
地
身
延
山
の
ご
宝
前
に
て
身
延
山

久
遠
寺
法
主
猊
下
ご
名
代
、
総
務
・

持
田
日
勇
僧
正
よ
り
大
塩
孝
信
会
長

へ
輪
番
委
嘱
の
儀
・
御
経
頂
戴
、
参

加
聖
徒
団
へ
の
ご
挨
拶
と
厳
粛
に
営

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
式
中
で
は
、
修

法
導
師
に
日
蓮
宗
加
行
所
傳
師
若
松

宏
泉
僧
正
（
北
海
道
妙
心
寺
住
職
）、

副
導
師
に
静
岡
県
慶
音
寺
・
須
藤
正

裕
僧
正
、
奈
良
県
護
法
寺
・
米
虫
是

恭
僧
正
を
迎
え
、
大
衆
法
楽
加
持
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
期
間
中
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

祖
廟
参
拝
・
大
本
堂
で
の
団
旗
観
閲
・

奉
告
式
ま
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
、
無
事
に
大
会
を
締
め
く
く
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
御

本
佛
様
、
倶
生
神
、
諸
天
善
神
の
ご

加
護
は
も
と
よ
り
、
ご
参
加
頂
い
た

聖
徒
団
団
長
各
聖
、
聖
徒
の
皆
様
、

身
延
山
当
局
、
身
延
山
観
光
協
会
、

身
延
山
商
店
会
、
身
延
竹
炭
組
合
、

竹
王
子
（
竹
灯
り
制
作
者
）、
身
延

山
病
院
、
山
内
宿
坊
、
旅
館
関
係
各

位
、
斎
木
煙
火
本
店
等
、
関
係
各
位

の
ご
理
解
ご
協
力
の
賜
と
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

誓いの言葉誓いの言葉
千葉県正蓮寺聖徒　秋庭弘道さん千葉県正蓮寺聖徒　秋庭弘道さん

感謝状授与感謝状授与
千葉県正蓮寺聖徒千葉県正蓮寺聖徒

秋庭弘道さん　大網昭男さん　西出善吉さん秋庭弘道さん　大網昭男さん　西出善吉さん

感
謝
状
授
与

聖
徒
団
を
代
表
し
長
年
の
身
延
大
会
で
の
功
績
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た

長
年
に
わ
た
り
聖
徒
団
身
延
大
会
団
参
団
長
と
し
て
の
任
を
全
う
し
た
こ
と
の
功
績
を
表
彰

秋
庭

弘
道

長
年
に
わ
た
り
聖
徒
団
団
旗
を
奉
持
し
た
こ
と
の
功
績
を
表
彰

大
網

昭
男

長
年
に
わ
た
り
聖
徒
団
団
旗
介
添
え
に
従
事
し
た
こ
と
の
功
績
を
表
彰

西
出

善
吉

第
五
十
八
回

全
国
聖
徒
団
結
集
身
延
大
会

四
十
一
聖
徒
団

四
十
一
聖
徒
団 

四
年
ぶ
り
に
集
う

四
年
ぶ
り
に
集
う
‼‼

四
十
一
聖
徒
団

四
十
一
聖
徒
団 

四
年
ぶ
り
に
集
う

四
年
ぶ
り
に
集
う
‼‼



⑵

大
会
参
加
聖
徒
団
名

（
順
不
同
）

日
朝
寺
光
明
聖
徒
団

長
栄
寺
聖
徒
団

清
隆
寺
聖
徒
団

感
通
寺
聖
徒
団

明
鏡
道
場
聖
徒
団

本
典
寺
聖
徒
団

正
蓮
寺
聖
徒
団

正
文
寺
聖
徒
団

本
妙
寺
聖
徒
団

妙
照
寺
聖
徒
団

龍
音
寺
聖
徒
団

妙
福
寺
聖
徒
団

日
現
寺
聖
徒
団

常
唱
寺
聖
徒
団

妙
泉
寺
聖
徒
団

本
覚
寺
聖
徒
団

円
立
寺
聖
徒
団

本
成
寺
聖
徒
団

本
住
寺
聖
徒
団

真
浄
寺
聖
徒
団

利
生
寺
聖
徒
団

安
楽
寺
聖
徒
団

妙
宣
寺
聖
徒
団

龍
光
寺
聖
徒
団

常
國
寺
聖
徒
団

壽
泉
寺
聖
徒
団

龍
泉
寺
聖
徒
団

大
慶
寺
聖
徒
団

法
恩
寺
聖
徒
団

本
妙
寺
聖
徒
団

法
華
寺
聖
徒
団

龍
雲
寺
聖
徒
団

妙
正
寺
聖
徒
団

照
惠
寺
聖
徒
団

祖廟導師　大塩会長

下町でお買い物～

腕輪数珠作り体験

みんなで数珠作りました！

ようこそ身延山へ！

さぁ、今からご廟所参拝ですよ受付開始です♪
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千
燈
供
養
奉
納

聖
徒
団
名
（
順
不
同
）

日
朝
寺
光
明
聖
徒
団

感
通
寺
聖
徒
団

長
栄
寺
聖
徒
団

明
鏡
道
場
聖
徒
団

本
典
寺
聖
徒
団

正
蓮
寺
聖
徒
団

正
文
寺
聖
徒
団

本
妙
寺
聖
徒
団

全
昌
寺
聖
徒
団

法
蓮
寺
聖
徒
団

龍
音
寺
聖
徒
団

日
現
寺
聖
徒
団

妙
福
寺
聖
徒
団

常
唱
寺
聖
徒
団

妙
泉
寺
聖
徒
団

本
住
寺
聖
徒
団

本
覚
寺
聖
徒
団

上
行
寺
聖
徒
団

真
浄
寺
聖
徒
団

利
生
寺
聖
徒
団

常
昌
寺
聖
徒
団

龍
妙
寺
聖
徒
団

龍
光
寺
聖
徒
団

妙
宣
寺
聖
徒
団

安
楽
寺
聖
徒
団

常
國
寺
聖
徒
団

妙
蔵
寺
聖
徒
団

妙
法
寺
聖
徒
団

本
妙
寺
聖
徒
団

蓮
正
寺
聖
徒
団

龍
雲
寺
聖
徒
団

本
東
寺
聖
徒
団

本
光
寺
聖
徒
団

智
浄
寺
聖
徒
団

照
惠
寺
聖
徒
団

妙
正
寺
聖
徒
団

全国聖徒団　聖徒結集し報告式いざ開式聖徒代表　表彰式！

導師　大塩孝信　会長

司会：永田　智瑛師
取材へのご協力ありがとう

ございました！ また来年身延で会いましょう！

御真骨堂参拝

修法導師 若松宏泉師 
副導師 須藤正裕師 米虫是光師持田総務　輪番奉仕



⑷

団　旗　観　閲　式団　旗　観　閲　式
～大本堂を堂々と行進～

愛知県妙泉寺聖徒団

愛媛県本妙寺聖徒団

栃木県妙福寺聖徒団

富山県利生寺聖徒団（１）

団旗結集
島根県龍泉寺聖徒団 東京都感通寺聖徒団

東京都長栄寺聖徒団

富山県利生寺聖徒団（２）東京都日明寺光明聖徒団

岐阜県常唱寺聖徒団 宮崎県龍雲寺聖徒団 埼玉県龍音寺聖徒団

大会旗

千葉県正蓮寺聖徒団 千葉県本妙寺聖徒団

愛知県円立寺聖徒団



⑸

日蓮宗霊断師会連合会　会長日蓮宗霊断師会連合会　伝主

〒100-0402
東京都新島村本村3－1－4
　TEL 04992(5)0168
　FAX 04992(5)0111

三 松 山 長 栄 寺

み
お
し
え

「
私
が
誰
か
の
仏
さ
ま
」（
そ
の
一
）

法
華
経
、
そ
し
て
お
題
目
を
口
で

読
む
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
心
で
読
む
こ
と
ま
で
し
て
い
る

人
は
少
数
で
す
。
さ
ら
に
、
体
で
も

読
む
、
つ
ま
り
法
華
経
に
説
か
れ
て

い
る
こ
と
を
実
践
す
る
と
な
る
と
も

っ
と
数
が
減
り
ま
す
。
で
す
が
、口
・

心
・
体
と
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
読
む

こ
と
こ
そ
が
真
に
法
華
経
を
読
む
こ

と
で
す
。
法
華
経
に
は
確
か
に
素
晴

ら
し
い
思
想
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
素
晴
ら

し
い
思
想
で
も
、
頭
の
中
だ
け
、
お

経
本
の
中
だ
け
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い

る
の
で
は
絵
に
描
い
た
餅
と
同
じ
で

す
。
法
華
経
の
思
想
は
実
践
し
て
こ

そ
真
価
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。
右
の
ご

文
章
は
そ
の
こ
と
を
私
達
に
教
え
て

下
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

法
華
経
の
思
想
と
い
う
の
は
大
き

く
三
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
第
一
は「
私
の
そ
ば
に
仏
さ
ま
」

と
い
う
点
で
す
。
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
ご
本
仏
の
救
い
が
あ
り
、
ご
本
仏

の
慈
悲
の
光
が
ど
ん
な
時
も
私
達
を

温
か
く
照
ら
し
て
下
さ
っ
て
い
ま

す
。
次
に
、
第
二
は
「
私
の
中
に
仏

さ
ま
」
と
い
う
点
で
す
。
私
達
は
ご

本
仏
と
同
じ
生
命
を
生
き
て
お
り
、

私
達
を
照
ら
し
て
く
れ
て
い
る
光
、

そ
れ
は
私
達
の
中
に
も
元
々
ご
ざ
い

ま
す
。
本
来
誰
も
が
仏
で
、
誰
も
が

尊
く
必
要
で
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ

と
を
法
華
経
は
説
い
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
第
三
は
「
私
が
誰
か
の
仏
さ

ま
」
と
い
う
点
で
す
。
私
達
は
内
な

る
光
を
外
へ
と
放
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
光
で
誰
か
を
照
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
具
体
的
に
示

し
て
下
さ
っ
た
の
が
日
蓮
聖
人
で

す
。
ご
在
世
の
時
代
は
異
常
気
象
や

大
地
震
、
飢
饉
、
疫
病
が
相
次
い
で

発
生
し
、
ま
さ
に
絶
望
の
雲
が
国
全

体
を
重
く
厚
く
覆
っ
て
い
る
よ
う
な

状
況
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
日

蓮
聖
人
は
、
お
題
目
で
必
ず
救
わ
れ

る
と
希
望
の
光
を
力
強
く
放
た
れ
ま

し
た
。
そ
の
光
は
日
蓮
聖
人
滅
後
も

輝
き
続
け
て
お
り
、
今
も
私
達
に
希

望
を
も
た
ら
し
て
下
さ
っ
て
お
り
ま

す
。私

達
も
ま
た
、
日
蓮
聖
人
と
同
じ

様
に
誰
か
に
光
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。あ
な
た
の
差
し
出
す
手
に
、

あ
な
た
の
発
す
る
言
葉
に
、
あ
な
た

の
唱
え
る
お
題
目
に
、
救
わ
れ
る
人

が
い
ま
す
。
そ
の
救
わ
れ
た
人
に
と

っ
て
、
あ
な
た
は
仏
さ
ま
と
同
じ
で

す
。
ご
本
仏
・
日
蓮
聖
人
達
か
ら
受

け
取
っ
た
光
を
、
今
度
は
自
分
が
誰

か
に
与
え
る
。そ
れ
こ
そ
が
法
華
経
・

お
題
目
を
体
で
も
読
む
と
い
う
こ
と

で
す
。

結
び
に
個
人
的
な
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
こ
れ
を
毎
月
読
ん

で
下
さ
っ
て
い
る
方
は
筆
者
に
と
っ

て
仏
さ
ま
と
同
じ
で
す
。
読
ん
で
下

さ
る
方
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
書
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
月
も
読
ん
で
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

「
法
華
経
を
余
人
の
よ
み
候
は
、
口
ば
か
り
こ

言と
ば

ば
か
り
は
よ
め
ど
も
心
は
よ
ま
ず
。
心
は
よ
め
ど
も

身
に
よ
ま
ず
。
色
心
二
法
共
に
あ
そ
ば
さ
れ
た
る
こ

そ
貴
く
候
へ
」

（
令
和
新
修
一
〇
一
七
）（
昭
和
定
本
五
〇
九
）

『
土
籠
御
書
』
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
聖
寿
五
十
歳

連合会教務部　部員
千葉県全昌寺聖徒団団長
亀 井 教 見

■ヨコのカギ
１　悪書……。国外……。
４　泣く子と……には勝て
　　ぬ
７　バターで炒めた小麦粉
８　祝いの品は千歳あめ
10　チョッキとも言います
12　掛け……。回転……。
13　物事の糸口。手がかり
15　鏡…、縁…、…座
16　マイ……。ベビー
　　……。
17　……下暗し
19　仲間はずれ。……の外
20　よくかむほど出る
22　東北地方の里芋を野外
　　で煮て食べる集まり
25　中庭の別名は……庭
26　凶作とも言います
27　持ち歩き用の水容器

〈
材
料

２
人
分
〉

白
菜
５
０
０ｇ
、
鶏
も
も
肉
１

枚
、
長
ネ
ギ
１
／
２
本
、
生
姜
の

薄
切
り
２
〜
４
枚
、
塩
小
さ
じ
１

弱
、
お
好
み
で
粗
び
き
黒
こ
し
ょ

う
又
は
柚
子
こ
し
ょ
う
少
々
。

〈
作
り
方
〉

①
白
菜
は
芯
を
切
り
落
と
し
、

一
口
大
の
ざ
く
切
り
に
す
る
。
長

ネ
ギ
は
一
口
大
の
ぶ
つ
切
り
に
す

る
。②

鍋
に
長
ネ
ギ
と
鶏
も
も
肉
、

生
姜
の
薄
切
り
、
水
４
カ
ッ
プ
を

入
れ
て
ふ
た
を
し
て
中
火
に
か
け

る
。③

沸
騰
し
た
ら
ア
ク
を
丁
寧
に

取
り
除
き
、
白
菜
を
加
え
る
。
少

し
ふ
た
を
ず
ら
し
て
弱
火
に
し
て

20
分
ほ
ど
煮
込
む
。

④
塩
を
加
え
て
味
を
と
と
の
え

る
。
食
べ
る
直
前
に
鶏
肉
を
取
り

出
し
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切

り
わ
け
る
。

⑤
器
に
盛
り
付
け
、
お
好
み
で

粗
び
き
黒
こ
し
ょ
う
又
は
柚
子
こ

し
ょ
う
を
添
え
る
。

〈
ポ
イ
ン
ト
〉

鶏
も
も
肉
を
切
ら
ず
に
煮
込
む

こ
と
で
ジ
ュ
ー
シ
ー
に
仕
上
が
り

ま
す
。

長
ネ
ギ
の
代
わ
り
に
タ
マ
ネ
ギ

１
／
２
個
を
加
え
て
も
甘
味
が
増

し
て
美
味
し
い
で
す
よ
。

（128）無意識の偏見
　　　常に自問すること

カップルで

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、
な
に
？

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
タ
テ
の
カ
ギ

１

秋
の
日
は
…
…
落
と
し

２

モ
ア
イ
像
が
あ
る
…
…
島

３

角
を
持
つ
家
畜
の
代
表

４

エ
ン
マ
様
の
御
座
所

５

高
知
県
の
昔
の
呼
び
名

６

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲

　
　
第
５
番

９

…
…
30
階
建
て
の
ビ
ル

11

船
や
貨
物
の
容
積
の
単
位

14

上
品
で
も
の
静
か
な
様
子

15

食
欲
の
秋
の
後
に
励
む
こ

　
　
と

16

松
岡
昌
宏
主
演
の
ミ
タ
ゾ

　
　
ノ
の
役
は
？

18

子
ど
も
が
…
…
こ
ね
る

19

果
実
と
皮
と
種
の
間

21

教
え
る
と
は
…
…
を
語
る

　
　
こ
と

23

勇
ま
し
く
て
強
い
人

24

こ
し
か
け
。
チ
ェ
ア

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

★
抽
選
で
毎
月
３
名
様
に
素
敵
な
景
品
を
お
送
り
し
ま
す
。（
締
切
は
毎
月
20
日
消
印
有
効
）

①
郵
便
番
号

②
住
所　
　

③
氏
名

④
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
葉
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
答
え
の
送
付
先
】
〒
１
０
１
―
０
０
５
１
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
３
―
25
―
11
喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

霊
断
師
会
九
段
事
務
所

宛

◎
先
月
号
の
答
え
は
「
レ
モ
ン
テ
イ
ー
」

　
　
十
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者

①
石
川
県
金
沢
市

山
本
幸
次
郎
様

②
大
阪
府
阪
南
市

三
木
田
一
九
三
様

③
千
葉
県
松
戸
市

杉
山
美
貴
子
様

※
景
品
は
「
よ
ろ
こ
び
ち
ゃ
ん
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
」
で
す
。
皆
さ
ん
ど
し
ど
し
ご
参
加
下
さ
い
。

お
寺
の
ア
イ
ド
ル
。

こ
の
笑
顔
に
み
ん
な
が
癒
さ
れ
ま

す
。

（
東
京
北
部

坂
本
華
祥

通
信

員
）

東
京
都
北
区

妙
見
寺
聖
徒
団

（
村
上
慈
眼
団
長
）

村む
ら
か
み上

未み

お桜
ち
ゃ
ん

令
和
二
年
四
月
生
ま
れ

（128）無意識の偏見
　　　常に自問すること

カップルでカップルで
一緒に食べよ

家庭料理研究家　池上   正子

白菜と鶏のコトコト煮

訳
：
世
間
一
般
の
人
々
は
、
法
華
経
を
声
に
出
し
意
味
の
上
だ
け
で
読
む

こ
と
は
す
る
が
、
心
で
は
読
ま
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
心
で
読
む

こ
と
ま
で
は
し
た
と
し
て
も
身
に
読
む
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

法
華
経
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
自
ら
の
行
動
で
実
践
す
る
と
い

う
読
み
方
ま
で
は
し
て
い
な
い
。
色
心
の
二
法
、
す
な
わ
ち
体
と

心
の
双
方
に
わ
た
っ
て
法
華
経
を
読
ま
れ
て
こ
そ
、
ま
こ
と
に
尊

い
こ
と
で
あ
る
。

み
な
さ
ん
自
慢
の
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
と
、
完
成
し
た

料
理
の
写
真
一
枚
を
添
付
し
、
九
段
事
務
所
ま
で
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。



⑹

全国からご参加ありがとうございました。全国からご参加ありがとうございました。
来年も身延山でお会いしましょう！来年も身延山でお会いしましょう！

愛媛県　本妙寺聖徒団

千葉県　正文寺聖徒団

愛知県　妙泉寺聖徒団

埼玉県　龍音寺聖徒団

北海道　妙正寺聖徒団

栃木県　妙福寺聖徒団

来年もお会いしましょう！

富山県　利生寺聖徒団

島根県　龍泉寺聖徒団

岐阜県　常唱寺聖徒団

愛知県　本覚寺聖徒団

愛知県　円立寺聖徒団

菩提梯を登る！

広島県　常國寺聖徒団

東京都　日朝寺光明聖徒団

千葉県　本妙寺聖徒団

東京都　清隆寺聖徒団

島根県　法恩寺聖徒団 和歌山県　安楽寺聖徒団

愛知県　本成寺聖徒団

千葉県　正蓮寺聖徒団

宮崎県　龍雲寺聖徒団

島根県　大慶寺聖徒団

東京都　長栄寺聖徒団

新潟県　真浄寺聖徒団

東京都　感通寺聖徒団

愛知県の皆さん一緒に愛知県　本住寺聖徒団


